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し
て
以
降
の
、
多
摩
地
域
の
支
店
網
に
つ
い
て
議
論
を
展
開
す

る
。
最
後
に
、
多
摩
地
域
に
お
け
る
大
手
証
券
会
社
の
出
店
戦

略
の
特
徴
を
、
銀
行
と
比
較
し
な
が
ら
分
析
す
る
。

証
券
業
者
た
ち
が
第
二
次
世
界
大
戦
前
に
い
か
な
る
事
業
を

営
ん
で
い
た
か
を
見
る
と
、
大
き
く
分
け
て
三
つ
の
タ
イ
プ
に

分
類
で
き
る
。
①
債
券
専
業
業
者
（
野
村
・
大
和
・
日
興
・
山

一
・
日
本
勧
業
角
丸
証
券
な
ど
の
源
流
）、
②
現
物
商
（
山
一
・

岡
三
・
水
戸
・
新
日
本
証
券
な
ど
の
源
流
）、
③
仲
買
人
（
山

種
・
丸
三
・
コ
ス
モ
証
券
な
ど
の
源
流
）
で
あ
る
。

無
数
に
存
在
し
て
き
た
証
券
業
者
の
な
か
で
、
戦
後
に
債
券

引
受
の
寡
占
を
テ
コ
に
、
圧
倒
的
な
収
入
・
利
益
を
上
げ
て
き

た
四
つ
の
証
券
会
社
が
あ
る
。
戦
後
最
大
手
で
あ
る
野
村
証
券

を
筆
頭
と
し
て
、
大
和
証
券
・
日
興
証
券
・
山
一
証
券
の
四
企

業
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
総
称
し
て
「
四
社
」
と
業
界
内
外
で
称

23

多摩の
金融史

一　

四
社
体
制
と
準
大
手
・
中
堅

日
本
に
お
い
て
証
券
会
社
は
、
銀
行
を
中
心
と
す
る
狭
義
の

「
金
融
機
関
」
と
は
大
き
く
異
な
る
金
融
業
者
と
長
ら
く
見
做

さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
一
九
九
〇
年
代
半
ば
ま
で
、
証
券
会
社

は
預
金
を
取
扱
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
多
く
を
負
っ

て
い
る
。
多
摩
地
域
で
は
、
銀
行
な
ど
預
金
取
扱
機
関
は
戦
前

か
ら
活
発
に
動
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
一
方
、
こ
の

「
証
券
会
社
」
に
つ
い
て
は
論
じ
ら
れ
た
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な

い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
証
券
会
社
の
店
舗
網
が
多
摩
地
域
で

ど
の
よ
う
に
拡
大
し
た
か
を
考
え
て
み
た
い
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
第
二
次
世
界
大
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て

の
証
券
会
社
の
主
要
な
業
務
を
、
企
業
規
模
と
関
連
づ
け
て
概

略
す
る
。
つ
ぎ
に
多
摩
地
域
に
大
手
証
券
会
社
の
店
舗
が
登
場

佐
藤
健
太
郎

多
摩
地
域
の
証
券
店
舗
網
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図
表
1
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
証
券
会
社
店
舗
数
を
示

し
た
も
の
で
あ
る
。
証
券
支
店
網
に
は
次
の
大
き
な
三
つ
の
拡

張
期
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
第
一
拡
張
期
（
一
九
四
五
～
四 

八
年
）、
第
二
拡
張
期
（
一
九
五
八
～
六
一
年
）、
第
三
拡
張
期

（
一
九
八
五
～
九
一
年
）
で
あ
る
。

第
一
拡
張
期
は
戦
後
間
も
な
い
時
期
で
あ
る
。
野
村
が
三
〇

超
、
他
の
四
社
が
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
数
店
を
も
っ
て
い
た
終
戦
の

さ
れ
て
い
た
。

こ
の
「
四
社
」
に
は
第
二
次
世
界
大
戦
前
に
債
券
専
業
業
者

を
源
流
に
も
つ
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
（
二
上
（
一
九
九
〇
））。

最
も
大
き
な
利
益
を
生
ん
で
き
た
の
は
証
券
の
委
託
売
買
業
務

だ
が
、
こ
こ
で
の
競
争
を
大
き
く
有
利
と
す
る
に
は
引
受
業
務

で
の
シ
ェ
ア
が
重
要
だ
っ
た
。
引
受
で
圧
倒
的
な
強
み
（
八
〇

％
以
上
を
寡
占
）
を
も
っ
て
い
た
四
社
は
、
引
受
以
外
の
ほ
と

ん
ど
の
業
務
で
も
群
を
抜
く
シ
ェ
ア
を
一
九
九
〇
年
代
後
半
ま

で
誇
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
四
社
に
は
、
戦
後
間
も

な
い
時
期
に
、
全
国
に
一
〇
店
舗
以
上
の
店
舗
網
を
既
に
保
有

し
て
い
た
強
み
も
あ
っ
た
。

先
行
す
る
四
社
に
対
し
、
現
物
商
や
仲
買
人
の
流
れ
を
く
む

証
券
会
社
の
な
か
で
大
規
模
化
を
志
向
し
た
一
〇
数
社
は
、
全

国
店
舗
網
形
成
で
先
行
す
る
四
社
を
追
撃
す
べ
く
、
店
舗
を
数

個
し
か
も
た
な
い
小
規
模
業
者
の
買
収
・
合
併
を
積
極
的
に
行

っ
た
（
首
藤
（
一
九
八
七
））。
こ
う
し
た
業
者
が
準
大
手
や
中

堅
と
称
さ
れ
る
証
券
会
社
に
成
長
し
て
い
く
。
本
稿
で
は
、
第

二
次
世
界
大
戦
後
に
大
き
な
店
舗
網
を
も
ち
、
群
を
抜
く
収
益

を
上
げ
て
い
た
四
社
を
中
心
に
、
店
舗
網
展
開
を
明
ら
か
に
す

る
。

図表 1　証券会社店舗数

『証券年報』『大蔵省証券局年報』『大蔵省理財局年報』『図説
日本の証券市場』より
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総
店
舗
数
は
初
め
て
三
〇
〇
〇

店
を
超
え
、
四
社
は
一
〇
〇
店

以
上
の
店
舗
網
を
も
つ
金
融
機

関
と
な
っ
た
。

多
摩
地
域
で
は
第
一
拡
張
期

に
は
四
社
に
目
立
っ
た
動
き
は

見
ら
れ
ず
、
店
舗
設
置
も
皆
無

だ
っ
た
。
四
社
に
よ
る
本
格
的

な
店
舗
網
整
備
が
始
ま
っ
た
の

は
第
二
拡
張
期
以
降
と
み
ら
れ

る
た
め
、
以
下
で
は
五
〇
年
代

後
半
以
降
を
中
心
に
記
述
し
て

い
く
。

二　

最
初
の
四
社
支
店
の
登
場（
第
二
拡
張
期
）

終
戦
直
後
（
一
九
四
五
年
）
に
お
け
る
四
社
の
全
国
店
舗
数

は
六
四
で
あ
っ
た
。
一
社
平
均
一
六
店
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

戦
前
に
は
東
京
、
大
阪
に
そ
れ
ぞ
れ
数
店
、
横
浜
・
名
古
屋
・

京
都
・
神
戸
・
福
岡
な
ど
主
要
都
市
に
ひ
と
つ
ず
つ
置
く
こ
と

が
も
っ
ぱ
ら
で
あ
り
、
大
都
市
郊
外
に
設
置
さ
れ
た
四
社
支
店

年
か
ら
数
年
で
四
社
支
店
は
一
三
〇
店
を
超
え
る
ま
で
に
充
実

し
た
。
ま
た
こ
の
時
期
に
は
、
準
大
手
以
下
小
規
模
な
地
場
証

券
会
社
に
至
る
ま
で
あ
ら
ゆ
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
証
券
業
者
が
店

舗
を
復
興
・
拡
大
さ
せ
た
。

一
〇
年
ほ
ど
の
総
店
舗
数
二
〇
〇
〇
前
後
の
時
期
の
あ
と
に

訪
れ
た
株
式
・
投
資
信
託
ブ
ー
ム
に
よ
り
、
証
券
会
社
は
更
な

る
店
舗
網
拡
大
に
動
く
。
こ
れ
が
第
二
拡
張
期
で
あ
る
。
こ
の

時
期
も
、
四
社
か
ら
ご
く
小
さ
な
規
模
の
証
券
会
社
ま
で
ほ
と

ん
ど
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
証
券
会
社
が
店
舗
網
を
拡
大
し
た
。
全

国
の
総
店
舗
数
は
三
〇
〇
〇
に
迫
っ
た
が
、
東
京
五
輪
閉
幕
後

に
金
融
政
策
引
き
締
め
も
あ
り
不
況
が
到
来
す
る
と
、
株
価
も

大
き
く
下
落
に
転
じ
た
。
経
営
悪
化
や
一
九
六
八
年
の
免
許
制

導
入
に
至
る
大
蔵
省
の
規
制
強
化
に
よ
り
、
小
規
模
業
者
を
中

心
と
し
て
多
く
の
支
店
が
閉
鎖
・
整
理
さ
れ
た
。
そ
の
後
八
五

年
頃
ま
で
大
蔵
省
証
券
局
が
総
店
舗
数
を
抑
制
す
る
方
針
を
明

確
に
し
た
こ
と
も
あ
り
、
大
き
な
店
舗
網
拡
大
は
二
〇
年
ほ
ど

見
ら
れ
な
く
な
る
（『
大
蔵
省
証
券
局
年
報
』『
昭
和
財
政
史
』
各

年
版
）。

株
式
や
不
動
産
な
ど
資
産
価
格
が
急
上
昇
し
た
い
わ
ゆ
る
バ

ブ
ル
期
に
な
る
と
、証
券
会
社
も
店
舗
を
積
極
的
に
拡
張
し
た
。

野村 大和 山一 日興
町田 1961 1959 → 1962 1960 1972
吉祥寺 1959 → 1961 1959 1960 1960
国分寺 2001 1991 1989
立川 1959 → 1961 1959 → 1962 1959 1952
調布 2002 1985 1991
府中 1986
八王子 1980 1959 1959 1960
多摩 1990 1988 1991
小金井 1991
国立 1991

図表 2　四社多摩地域支店沿革

野村、日興は多摩センター支店　出所：各社社史、『日本金融名鑑』
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は
な
か
っ
た
。

最
初
に
四
社
が
店
舗
と
い
う
か
た
ち
で
多
摩
地
域
に
現
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
の
は
一
九
五
一
年
で
あ
る
。
こ
の
年
に
大
和
証

券
が
立
川
に
臨
時
投
資
相
談
所
な
る
施
設
を
開
設
し
た
。
当
時

は
大
蔵
省
に
よ
る
支
店
・
営
業
所
の
基
準
や
規
制
方
針
が
不
明

確
で
、各
社
が
様
々
な
名
称
の
小
規
模
店
舗
を
保
有
し
て
い
た
。

こ
の
立
川
の
施
設
も
そ
の
ひ
と
つ
と
み
る
こ
と
が
で
き
、
従
業

員
は
ほ
ん
の
数
人
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

翌
一
九
五
二
年
に
は
、
日
興
証
券
が
立
川
に
営
業
所
を
設
置

し
た
。
こ
の
営
業
所
は
デ
パ
ー
ト
の
伊
勢
丹
に
設
け
ら
れ
た
。

比
較
的
保
有
資
産
の
多
い
層
が
よ
く
利
用
す
る
デ
パ
ー
ト
は
、

証
券
会
社
の
小
規
模
店
舗
設
置
場
所
と
し
て
好
ま
れ
て
き
た
経

緯
が
あ
り
、
こ
の
立
川
の
伊
勢
丹
営
業
所
も
そ
の
典
型
例
で
あ

る
。
の
ち
に
営
業
所
は
五
人
か
ら
一
〇
人
程
度
の
店
舗
と
い
う

枠
組
み
が
で
き
た
が
、
こ
の
時
期
の
営
業
所
が
ど
こ
ま
で
の
規

模
・
機
能
の
も
の
だ
っ
た
か
は
正
確
に
は
わ
か
ら
な
い
。

四
社
の
正
式
な
支
店
が
多
摩
地
域
に
初
め
て
姿
を
現
す
重
要

な
年
が
一
九
五
九
年
で
あ
る
。
こ
の
年
は
前
年
に
引
き
続
き
多

く
の
支
店
が
全
国
で
新
設
さ
れ
た
。
初
の
支
店
設
置
場
所
と
し

て
選
ば
れ
た
の
は
、
八
王
子
（
大
和
）、
立
川
（
山
一
）、
吉
祥

寺
（
大
和
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
に
は
町
田
も
含
め
た
四
自
治

体
に
次
々
と
営
業
所
も
設
置
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
は
六
〇

年
代
前
半
ま
で
に
大
半
が
支
店
へ
と
昇
格
し
て
い
る
。

一
方
、
こ
の
四
か
所
以
外
に
置
か
れ
た
四
社
店
舗
は
一
つ
も

な
い
。
さ
ら
に
一
九
六
二
年
に
な
る
と
新
規
開
設
も
止
ま
り
、

長
く
四
社
店
舗
の
新
設
が
見
ら
れ
な
い
時
期
に
突
入
し
て
い

く
。こ

の
四
か
所
が
な
ぜ
最
初
の
店
舗
立
地
に
選
ば
れ
た
か
を
考

え
る
と
、
①
自
治
体
人
口
、
②
人
口
増
加
、
③
鉄
道
（
特
に
中

央
線
）
と
の
関
係
、
と
い
う
三
つ
の
要
素
が
浮
か
び
上
が
っ
て

く
る
。

八
王
子
市
は
一
貫
し
て
多
摩
地
域
最
大
の
人
口
を
も
つ
自
治

体
で
あ
る
。
ま
た
八
王
子
駅
も
中
央
線
や
八
高
線
が
乗
り
入
れ

る
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
で
あ
り
、
四
社
が
初
の
支
店
設
置
場
所
と
し

て
選
ぶ
こ
と
は
自
然
で
あ
る
。

町
田
市
は
今
日
で
は
四
〇
万
を
超
え
る
人
口
を
有
す
る
多
摩

第
二
の
都
市
で
あ
る
が
、
一
九
五
八
年
の
時
点
で
は
市
制
施
行

間
も
な
い
人
口
一
〇
万
人
前
後
の
自
治
体
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

し
か
し
五
〇
年
代
末
以
降
の
人
口
増
加
は
大
変
急
速
で
、
こ
の

人
口
・
需
要
増
を
読
み
切
っ
た
証
券
会
社
の
嗅
覚
の
鋭
さ
に
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国
で
最
も
先
行
し
て
い
た
分
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
地
域
へ
の
支
店

新
設
で
は
多
摩
地
域
は
む
し
ろ
首
都
圏
の
他
の
地
域
よ
り
遅
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
既
に
四
自
治
体
に
相
当
大
規
模
な

支
店
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
場
所
へ
の
進
出
は
、

バ
ブ
ル
期
（
第
三
拡
張
期
）
の
更
な
る
需
要
増
加
が
必
要
と
さ

れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

四　

バ
ブ
ル
期
の
店
舗
網
大
拡
大（
第
三
拡
張
期
）

株
式
市
場
が
大
き
く
盛
り
上
が
っ
た
八
五
年
以
降
の
五
年
間

に
、
大
蔵
省
証
券
局
は
免
許
制
導
入
以
来
の
店
舗
抑
制
方
針
を

転
換
し
、
積
極
的
な
新
設
を
容
認
す
る
よ
う
に
な
っ
た
（『
大

蔵
省
証
券
局
年
報
』）。

多
摩
地
域
に
お
い
て
店
舗
網
再
拡
大
の
皮
切
り
と
な
っ
た
の

が
一
九
八
五
年
山
一
の
調
布
支
店
開
設
で
あ
る
。
こ
の
支
店
が

重
要
な
の
は
、
こ
れ
が
八
王
子
・
立
川
・
吉
祥
寺
・
町
田
以
外

で
は
初
の
四
社
支
店
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
以
降
、
バ
ブ

ル
の
昂
進
と
軌
を
一
に
し
て
、
雨
後
の
筍
の
よ
う
に
支
店
が
多

摩
地
域
に
も
つ
く
ら
れ
て
い
く
。
調
布
市
は
八
王
子
・
町
田
・

府
中
に
続
く
四
番
目
の
人
口
を
有
し
た
自
治
体
で
あ
り
、
既
に

都
市
銀
行
な
ど
預
金
取
扱
機
関
の
店
舗
も
充
実
し
て
い
た
場
所

は
、
驚
か
さ
れ
る
。

立
川
市
と
武
蔵
野
市
に
つ
い
て
は
四
節
で
銀
行
・
信
用
金
庫

と
の
比
較
を
す
る
際
に
論
じ
る
。

三　

店
舗
新
設
停
止
期（
一
九
六
五
～
八
四
年
）

免
許
制
導
入
を
控
え
た
六
〇
年
代
半
ば
に
は
全
国
で
多
く
の

店
舗
が
削
減
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
四
社
は
多
摩
地
域
の

支
店
の
大
半
を
残
す
選
択
を
し
た
。
町
田
市
を
は
じ
め
と
し
て

人
口
が
全
国
平
均
を
大
き
く
超
え
る
速
さ
で
増
加
し
、
資
金
運

用
の
需
要
が
伸
び
る
こ
と
を
見
込
ま
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
多

摩
地
域
が
証
券
会
社
に
と
っ
て
重
要
な
市
場
に
な
り
つ
つ
あ
っ

た
こ
と
を
如
実
に
示
す
事
実
で
あ
る
。

し
か
し
、
大
蔵
省
の
店
舗
規
制
が
強
ま
っ
た
免
許
制
下
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
四
社
は
更
な
る
多
摩
地
域
の
店
舗
網
拡
大
に

は
さ
す
が
に
慎
重
に
な
っ
た
。
七
〇
年
代
前
半
か
ら
八
〇
年
代

前
半
に
か
け
て
、
七
二
年
日
興
の
町
田
支
店
設
置
を
除
く
と
全

く
新
設
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
数
少
な
い
新
規
開
設
の
枠
は

首
都
圏
で
は
柏
・
所
沢
・
船
橋
な
ど
に
充
て
ら
れ
た
。

こ
の
時
期
の
店
舗
新
設
を
見
る
と
、
多
摩
地
域
の
四
自
治
体

（
八
王
子
・
立
川
・
武
蔵
野
・
町
田
）
が
大
都
市
郊
外
で
は
全
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で
あ
る
。
し
か
し
調
布
市
の
四
社
支
店
は
最
盛
期
で
も
二
社
し

か
そ
ろ
わ
ず
、
ま
た
従
業
員
数
も
三
〇
人
程
度
と
小
規
模
で
あ

り
、
前
述
の
四
自
治
体
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
扱
い
で
あ
っ
た
。

バ
ブ
ル
期
に
大
手
証
券
会
社
か
ら
調
布
市
以
上
に
多
く
の
視

線
を
集
め
た
の
は
多
摩
市
で
あ
っ
た
。
四
社
の
う
ち
山
一
以
外

の
三
社
が
一
九
八
八
年
か
ら
の
三
年
間
に
相
次
い
で
出
店
し
た
。

準
大
手
・
中
堅
証
券
会
社
ま
で
範
囲
を
広
げ
て
も
、
和
光
証
券

や
第
一
証
券
を
は
じ
め
と
し
て
少
な
く
と
も
六
社
が
支
店
を
有

し
て
い
た
。

さ
ら
に
四
社
は
、
府
中
市
、
国
分
寺
市
、
小
金
井
市
、
国
立

市
に
も
支
店
を
新
設
し
て
い
っ
た
。
新
設
店
舗
は
、
中
央
線
沿

線
や
そ
れ
よ
り
南
に
位
置
す
る
自
治
体
に
集
中
し
て
い
る
。
一

方
で
福
生
や
青
梅
、
昭
島
、
そ
れ
に
埼
玉
県
に
隣
接
す
る
自
治

体
で
は
ひ
と
つ
も
支
店
が
置
か
れ
た
こ
と
が
な
い
。
大
手
証
券

会
社
は
中
央
線
沿
線
や
南
部
の
地
域
を
と
り
わ
け
好
む
傾
向
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

人
口
や
自
治
体
内
で
の
預
金
預
入
総
額
を
み
る
と
、
銀
行
や

信
用
金
庫
な
ど
預
金
取
扱
機
関
の
支
店
数
と
人
口
は
か
な
り
強

く
相
関
す
る
。
一
方
証
券
会
社
の
支
店
は
、
人
口
が
そ
れ
ほ
ど

多
く
な
い
武
蔵
野
市
、
立
川
市
、
多
摩
市
に
集
中
し
て
お
り
、

九
〇
年
代
前
半
に

人
口
が
第
三
位
、

第
四
位
の
自
治
体

で
あ
っ
た
府
中
市

と
調
布
市
に
は
少

な
い
。

銀
行
と
証
券
会

社
の
こ
の
際
立
っ

た
相
違
は
ど
こ
か

ら
く
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
人
口
一
万

人
あ
た
り
の
預
金

総
額
を
み
る
と
武

蔵
野
市
と
立
川
市

は
群
を
抜
い
て
い

る
。
一
方
支
店
の

少
な
い
自
治
体
は

人
口
の
割
に
預
金

総
額
が
少
な
い
傾

向
が
あ
る
。
銀
行

図表 3　多摩各地の証券会社と金融機関の状況
店舗職員数（1993年） 預金取扱機関店舗数 人口 

（千人）
預金 

（10億円）野村 日興 山一 大和 新日本 勧角 三洋 和光 岡三 山種 第一 国際 都銀 地銀 新地銀 信金
八王子 49 72 56 48 34 8 35 32 31 28 35 21 9 6 23 462 1262
立川 63 94 41 29 36 17 46 9 2 0 13 153 1076
武蔵野 57 90 52 54 47 34 29 30 35 18 2 1 10 134 1056
町田 68 76 50 50 42 46 36 45 16 8 0 7 350 1051
調布 33 30 15 14 3 2 11 191 714
国分寺 15 6 2 1 5 99 328
府中 38 9 0 5 6 206 649
多摩 14 15 41 30 17 29 9 1 0 1 143 378
小金井 33 31 17 19 7 1 1 5 103 326
国立 38 5 1 1 2 65 248
福生 3 0 1 4 58 203
田無 7 0 0 4 73 274
三鷹 6 1 0 6 161 406
青梅 6 1 0 8 127 350
小平 7 1 2 9 160 401
出所：『日本金融名鑑』より
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や
信
用
金
庫
に
比
べ
て
、
限
ら
れ
た
富
裕
層
・
資
産
家
を
顧
客

と
す
る
証
券
会
社
に
と
っ
て
は
、
総
人
口
よ
り
一
人
当
た
り
の

資
産
額
の
方
が
重
要
な
要
素
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

多
摩
市
が
証
券
会
社
、
と
り
わ
け
四
社
か
ら
格
別
の
注
目
を

浴
び
た
理
由
を
考
え
る
と
き
、
多
摩
市
の
持
つ
も
う
一
つ
の
特

殊
性
に
着
目
す
べ
き
で
あ
る
。
八
王
子
市
な
ど
他
の
証
券
支
店

の
大
半
が
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
の
周
辺
に
集
中
し
て
い
る
の
に
対

し
、
多
摩
市
の
店
舗
は
、
永
山
、
多
摩
セ
ン
タ
ー
、
桜
ケ
丘
と

複
数
の
地
区
に
分
散
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
日
本
最
大
の
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
で
あ
る
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
最
大
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
し
た
立
地
と
い
え
る
。
多
摩
市
は
、
四
自
治
体
に
ま
た
が

る
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
お
い
て
最
大
の
人
口
を
カ
バ
ー
す
る

自
治
体
で
あ
る
。

実
は
こ
の
時
期
、
全
国
的
に
証
券
会
社
が
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に

ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
た
め
の
支
店
を
開
設
し
て
い
る
。
多
摩
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
の
他
に
、
こ
れ
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
の
先
駆
け
的
存
在
で
あ
る
大
阪
の
千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に

も
山
一
証
券
な
ど
が
出
店
し
て
い
る
。

バ
ブ
ル
期
前
後
の
新
規
出
店
は
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
地
域
の
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭
と
い
う
新
た
な
顧
客
層
を
獲
得
し
よ
う
と
い

う
試
み
で
あ
っ
た
。
大
量
発
行
さ
れ
た
国
債
が
流
通
市
場
に
出

回
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
背
景
と
し
て
、
流
動
性
と
貯
蓄
性

を
兼
ね
備
え
た
金
融
商
品
を
証
券
会
社
が
手
に
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
の
代
表
格
と
し
て
中
期
国
債
フ
ァ
ン
ド
や
マ
ネ
ー
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
フ
ァ
ン
ド
が
あ
る
（
内
田
（
一
九
九
五
））。

こ
れ
ら
を
武
器
に
証
券
会
社
が
新
た
な
顧
客
層
と
し
て
狙
い
を

定
め
た
の
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭
で
あ
り
、
彼
ら
が
多
く
集
ま

っ
て
い
た
の
が
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た

そ
れ
ま
で
証
券
会
社
と
無
縁
と
さ
れ
て
い
た
若
年
層
を
取
り
込

む
う
え
で
も
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
重
要
だ
っ
た
。

六
〇
年
前
後
の
二
つ
目
の
店
舗
網
拡
大
期
に
は
他
社
と
同
等

以
上
に
多
摩
地
域
に
関
与
し
て
い
た
山
一
証
券
は
、
バ
ブ
ル
期

に
お
い
て
は
新
設
店
舗
数
が
抑
制
的
で
あ
っ
た
。
一
九
五
九
年

に
開
設
し
た
立
川
支
店
が
バ
ブ
ル
期
に
は
既
に
閉
鎖
さ
れ
て
い

た
。
四
社
が
第
二
拡
大
期
に
設
立
し
た
多
摩
地
域
の
中
で
唯
一

バ
ブ
ル
期
ま
で
に
消
滅
し
た
店
舗
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
以
外
の

自
治
体
へ
の
進
出
も
国
分
寺
と
調
布
の
二
か
所
の
み
で
、
他
社

の
三
か
所
と
比
べ
る
と
一
か
所
少
な
い
。
山
一
証
券
は
六
五
年

の
日
銀
特
融
時
に
、
多
く
の
人
員
と
店
舗
を
削
減
し
て
お
り
、

こ
れ
が
こ
の
時
期
ま
で
響
い
た
可
能
性
が
高
い
。
多
摩
地
域
以
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外
に
も
、
全
国
的
に
山
一
証
券
の
店
舗
数
は
六
五
年
以
降
少
な

い
傾
向
が
あ
る
。

最
後
に
、
首
都
圏
全
体
で
見
た
と
き
の
多
摩
地
域
の
特
徴
を

考
察
し
た
い
。
埼
玉
県
・
千
葉
県
・
神
奈
川
県
に
お
い
て
四
社

支
店
が
全
て
揃
っ
て
い
る
場
所
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。
四
社

の
支
店
が
勢
揃
い
し
た
年
代
を
考
え
る
と
、
吉
祥
寺
の
一
九
六 

一
年
、
立
川
の
一
九
六
二
年
は
相
当
に
早
い
。
三
県
で
こ
れ
ら

よ
り
前
に
四
社
す
べ
て
が
揃
っ
た
の
は
、横
浜（
一
九
五
五
年
）、

川
崎
（
一
九
五
九
年
）、
千
葉
（
一
九
六
一
年
）
し
か
な
く
、

大
宮
（
一
九
六
九
年
）
や
船
橋
（
一
九
七
五
年
）
と
い
っ
た
場

所
よ
り
早
い
。
さ
ら
に
、
職
員
数
で
見
た
と
き
、
吉
祥
寺
・
八

王
子
・
町
田
に
は
首
都
圏
で
も
有
数
の
人
員
数
が
充
て
ら
れ
て

お
り
、
大
宮
・
船
橋
よ
り
多
く
、
池
袋
や
川
崎
に
迫
る
規
模
で

あ
っ
た
。
全
国
の
支
店
と
比
較
し
て
も
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
地
域
で

は
三
〇
人
前
後
が
標
準
的
で
あ
り
、
多
摩
の
四
自
治
体
の
支
店

は
そ
れ
ら
と
は
か
な
り
異
な
る
性
格
を
も
っ
て
い
た
可
能
性
が

高
い
。

多
摩
地
域
の
証
券
業
に
つ
い
て
は
、
四
社
の
店
舗
の
他
に
も

準
大
手
・
中
堅
や
、
地
場
証
券
と
称
さ
れ
る
高
い
地
域
性
を
も

つ
小
規
模
業
者
が
い
る
。
こ
れ
ら
の
活
動
に
関
す
る
考
察
は
今

後
の
課
題
で
あ
る
。
ま
た
四
社
の
支
店
が
ど
の
よ
う
な
業
務
を

展
開
し
て
い
た
の
か
も
今
後
詳
細
な
研
究
が
求
め
ら
れ
る
。
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